
 

（使用上の注意） 

・原液が皮膚又は衣類に付いた場合、直ちに水で洗い流しましょう。 

・鉄製又はメッキの物は、サビたり変色するので使用しないこと。 

・合併浄化槽の施設は、そのまま消毒液を流すと、浄化槽の中の有益な微生物を殺してしまうことになりますの

で、十分に希釈して流しましょう。 

・食べ物のかす等が付着している場合、消毒効果が著しく低下します。 

・原液の保管は、冷暗所で子どもの手の届かない場所にしましょう。 

・混ぜると危険です他の薬剤（強酸性の薬剤例：トイレ洗浄剤など）と混ざると強毒のガスを発生します。 

〇1000ppm 消毒液の作り方（ペットボトルのキャップ 1 杯が 5ｍｌ） 
 漂白剤（ペットボトルのキャップ 2 杯分） ＋ 水 
             
500ｍｌペットボトル（全体を５００ｍｌとしてよく混ぜ合わせる） 

〇200ppm の消毒液の作り方（ペットボトルのキャップ 1 杯が 5ｍｌ）

 漂白剤（ペットボトルのキャップ 2 杯分） ＋ 水 
 
２L のペットボトル（全体を２L としてよく混ぜ合わせる） 

ペットボトルで消毒液をつくろう 【市販の漂白剤（塩素濃度約５％の場合）】 

ふたをして

ふたをして



 


